
N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
8No.803

2020 August

県産材の利用の拡大
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●令和元年度に製材工場への木材乾燥機（高温及び高周波減圧乾燥
装置）の導入支援を行いました。



イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー（
一
般
向
け
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

1
0
0
年
先
の
森
林
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
15

生
き
た
森
林
づ
く
り
　
県
産
材
の
利
用
の
拡
大
…
…
…
…
…
…
…
…
３

「
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
」イ
ベ
ン
ト
情
報

…
…
…
…
…
…
…
３

　
　
　
　
　
　 

セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

水
源
地
域
内
で
小
規
模
開
発
を
行
う
場
合
に
は
、

事
前
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
3
か
月
で
9
㎝
に
成
長
、カ
マ
キ
リ
―
…
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

揖
斐
川
町
立
い
び
が
わ
図
書
館

…
…
…
…
7

治
山
・
林
道
研
究
課
題

〜
尾
城
山
林
道
に
お
け
る
維
持
管
理
の
軽
減
に
配
慮
し
た
取
組
に
つ
い
て
〜
…
8

シ
リ
ー
ズ
：『
森
林
・
環
境
税
』で„
緑
豊
か
な
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
“⑷
…
…
9

シ
リ
ー
ズ
：
森
林
文
化
の
研
究
と
実
践
①

松
く
い
虫
被
害
を
受
け
た
ア
カ
マ
ツ
の
利
活
用
―
炭
づ
く
り
と
刀
剣
鍛
冶
―
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

「
素
材
を
知
る
こ
と
で
命
と
つ
な
が
る
」…
…

　
　
　
　
　
　
花
粉
症
の
軽
減
を
目
指
し
て
Ⅲ
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
可
茂
地
域
に
お
け
る
普
及
活
動
に
つ
い
て

…
…
…
…

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信
⑵
　
ド
ロ
ー
ン
で
造
林
資
材
を
運
ぶ

…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　  

東
濃
森
林
管
理
署
の
取
組
に
つ
い
て
…
…
…
…

林
業
者
向
け
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

目

　次

C
o

n
t

e
n

s

表紙●令和元年度に製材工場への木材乾燥機（高温及
び高周波減圧乾燥装置）の導入支援を行いました。

森
林
と
人
を
活
か
す
知
恵 

（91）

山
の
歳
時
記 

（180）

木
の
香
る
ぎ
ふ
の
施
設 

（89）

普
及
コ
ー
ナ
ー

国
有
林
の
現
場
か
ら 

（46）

山
の
お
じ
ゃ
ま
む
し（
３
4
9
）

1012131415161718

研
究
コ
ー
ナ
ー

N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
8No.803

2020 August

ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

県産材の利用の拡大

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

8月22日㈯～
8月23日㈰

森林文化アカデミー
オープンキャンパス

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森林環境教育、木
造建築、木工の分野で活躍できる人材を育成している専修
学校です。入学を検討されている方を対象に、オープンキャ
ンパスを開催します。
●時間：10時から16時まで
●内容：学校紹介、教員との面談、在学生との交流、入試
　　　　過去問の配布等
●参加費：無料

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp

9月30日㈬
締め切り

令和３年用
国土緑化・育樹
運動標語の募集

令和３年用国土緑化・育樹運動のポスター等で使用する
標語を募集します。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
（岐阜市六条江東２丁目５番６号）

TEL 058-273-7577
FAX 058-273-7547
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp

森林・林業関係イベントカレンダー（8～9月）
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山岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」の８月以降のイベントをご紹介します。
限られた期間しか見ることのできない大自然がここにあります。ぜひ、お越しください。

「白山白川郷ホワイトロード」イベント情報

　岐阜県では、高品質な岐阜県産材を供給するため、県独自に含水率やヤング係数などの品質・性能の基準を定めた「ぎふ性能
表示材推進制度」を設けており、ＪＡＳ法（日本農林規格等に関する法律）に基づくＪＡＳ材とあわせて安定供給を推進していま
す。
　県内のＪＡＳ認証工場は28工場となり、ぎふ性能表示材推進制度の認定工場は40工場となっています。
　昨年度は、製材工場等での製材機や木材乾燥機などの導入に対し4件支援しました。また、県産材の利用拡大に向けて、東京
都や名古屋市などでの展示会においてＰＲを行いました。
　今後も、製材工場等への支援と県内外でＰＲを行うなど、県産材の利用拡大を促進してまいります。

生きた森林づくり　県産材の利用の拡大

【県産材流通課　園山 香代子】　●詳しい内容を知りたい方は TEL０５８-２７２-８４８6 県産材流通課まで

100年先の
森林づくり
シリーズ15

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～H33)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

WOODコレクション(モクコレ)令和元年（東京都）に出展 ＪＡＳ材 ぎふ性能表示材

白山林道岐阜管理事務所　TEL/FAX 05769-6-1６６４
https://hs-whiteroad.jp/

お問い合わせ先
【治山課　反中 良太】

◆イベントカレンダー
月 日 行事名 内容
8

～30(日) 風鈴の奏で 多治見の陶器の風鈴が涼しい音色で皆様をおもてなし

8(土)～11(火) 星空観察ツアー ホワイトロードから見える満天の星を観察するツアー
※参加料別途必要

中旬 第１回「あなたに贈る大自然と音楽」
（色彩ミュージック） 夏のホワイトロードで大自然と音楽を楽しもう

9
26(土)～10/25(日) 秋のモーニングタイム 通常より１時間早く開門し、ゆっくりと紅葉を楽しめる。

雲海や霧虹、滝雲などの幻想的な風景が見られるかも。

10
中旬 第２回「あなたに贈る大自然と音楽」

（色彩ミュージック） 紅葉と音楽を一緒に楽しむ、今年最後の音楽祭

中旬 錦秋の三方岩岳トレッキング　　 紅葉の中、三方岩岳までトレッキング
※参加料別途必要
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

センニンソウ

180

【治山課　木村　等】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8496 治山課水源林保全係まで

　県では、水源地域の保全を目的に、平成２５年３月に岐阜県水源地域保全条例を制定しました。現在の条例は、水源
地域内の土地の売買等について知事への事前の届出を義務付けていますが、これに加えて、水源地域内の開発行為

（森林法の規制対象外である小規模なものに限る。）についても知事への事前の届出を義務付けるよう条例の改正を行
いました。

小規模開発の届出制度の開始 ( 条例の改正 )

　現在は、市町村水道の取水施設の周辺の森林を水源地域として指定していますが、民間団体等の取水施設の周辺の
森林についても水源地域として指定できるよう「水源地域の保全に関する基本方針」の改正を行いました。指定の手続
きは、県ホームページをご覧ください。

民間団体等の取水施設にかかる水源地域の指定（基本方針の改正）

　上記の改正により、水源地域の保全をより強化する体制が整いました。この制度が、県民の皆様の利用する水資源の
確保とともに県内の清流を守ることにつながることを期待します。

おわりに

●届出の対象となる土地　…　県が指定した水源地域
●届出の対象となる行為 　…　土石の採掘その他の土地の形質の変更又は水資源を採取するための設備の設置
●適用除外行為  　…　国・地方公共団体が行うもの、林地開発許可・保安林内作業許可を受けたもの、
　　　　　　　　　　　　　　森林の施業及び管理に必要な開発行為、その他規則で定める軽微な行為
●届出者  　…　開発行為を行う者
●届出時期  　…　開発行為に着手しようとする日の６０日前
●届出書の様式  　…　県ホームページ（※）に記載予定（８月 上旬）
●届出先  　…　開発行為を行う土地の所在地を所管する農林事務所
●制度の適用開始 　…　令和3年1月1日（この時点で施工中の開発行為については届出が必要です。）
※https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/chisan/11519/index_44477.html

水源地域の保全強化と水源地域の指定対象範囲の拡大

水源地域内で小規模開発を行う場合には、
事前の届出が必要になります。

施行は令和３年１月１日から
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　上記の改正により、水源地域の保全をより強化する体制が整いました。この制度が、県民の皆様の利用する水資源の
確保とともに県内の清流を守ることにつながることを期待します。

おわりに

●届出の対象となる土地　…　県が指定した水源地域
●届出の対象となる行為 　…　土石の採掘その他の土地の形質の変更又は水資源を採取するための設備の設置
●適用除外行為  　…　国・地方公共団体が行うもの、林地開発許可・保安林内作業許可を受けたもの、
　　　　　　　　　　　　　　森林の施業及び管理に必要な開発行為、その他規則で定める軽微な行為
●届出者  　…　開発行為を行う者
●届出時期  　…　開発行為に着手しようとする日の６０日前
●届出書の様式  　…　県ホームページ（※）に記載予定（８月 上旬）
●届出先  　…　開発行為を行う土地の所在地を所管する農林事務所
●制度の適用開始 　…　令和3年1月1日（この時点で施工中の開発行為については届出が必要です。）
※https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/chisan/11519/index_44477.html

水源地域の保全強化と水源地域の指定対象範囲の拡大

水源地域内で小規模開発を行う場合には、
事前の届出が必要になります。

施行は令和３年１月１日から
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施設の経緯
　昭和５５年に建設された旧揖斐川図書館は建物のバリア
フリー化や耐震強度、老朽化対策等、多くの課題がありまし
た。
　新図書館は、岐阜県内ではまだ事例の少ないCLTパネル
工法で建設されました。木造部分には、県産材をふんだんに
使用し、木の香りとぬくもりを感じられる図書館に生まれ変
わりました。

ここに注目！！
　県産材を利用した家具を設置した木育ひろばです。「遊ぶ」
と「学ぶ」を体験できるように、県産材を使ったおもちゃや木
育をテーマにした様々な図書を展示しています。

利用者の様子
　木のぬくもり、香りなど、木造ならではのあたたかさを感じてい
ただけるように、児童コーナーは、靴を脱いで利用してもらってい
ます。

施設概要

事業主体 揖斐川町

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

木造（ＣＬＴパネル工法）※一部RC造
1,360.24㎡

施設用途 図書館

木材使用量
使用樹種

456.8㎥
スギ、ヒノキ

内藤設計事務所

459,800千円

80,000千円

全体事業費

助 成 額

設 計 者

株式会社　古川工務店

令和元年7月12日から令和2年2月24日工　　期

施設全景

施工業者

■問い合わせ先
　揖斐川町立いびがわ図書館
　ＴＥＬ 0585-22-0219

１階・新刊コーナー

２階・一般書コーナー

１階・木育ひろば

１階・児童コーナー

自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　今回もカマキリの話をしよう。前回は卵から孵った子供がパン
など食べて1.5㎝になったところまでお話しした。しかし、この
後が大変になってきた。パンを食べなくなったからである。カマ
キリの子供は小さな虫しか食べない。ハエやアブなどを採って
与えた。しかし、カマキリは100匹以上もいるので、毎日与える
のは無理。餓死するものが出てくるだろうと覚悟した。しかし、
6日経っても皆元気。何故。首をかしげた。カマキリは雨が降り
続くと、何日も餌を捕ることができない。だから空腹に耐えられ
るような体になっているのではないか。そんな気がした。ある日
姉のちびちゃんが「カマキリが食べられている」と知らせに来た。
カマキリが別のカマキリを食べていたのである。やはり腹が減る
と、共食いが発生する。すぐに餌を与えなければと、餌採りを
した。しかし、たくさん採れない。この間に共食いがさらに激し
くなった。このままでは全滅してしまう。そうなると、ちびちゃ
んたちががっかりするだろう。神頼みをしながら大量に採れる虫
を探した。しかし、餌となるような虫は見つからなかった。カマ
キリの飼育は難しいと、半ばあきらめかけているとき、先端部
が黒くなっているレンゲが目に入った。そこには小さなアブラム
シがたくさん付着していた。これだ！と胸が弾んだ。しかもアブ
ラムシの付いている、先端部の黒いレンゲはたくさんある。神
頼みの効果があったのだと嬉しくなった。

×　　×　　×　　×
　このアブラムシをカマキリに与えた。すぐに前足で捕まえて食
べ始めるものが何匹もいた。やはり空腹だったのだと思った。と
ころがどのカマキリも1匹食べただけで腹がふくれるのか、2匹
目を口にしなかった。静止したまま動かないのである。３０分、
中には1時間以上動かないものもいた。餌を食べたカマキリは、
飼育箱の壁、天井、底面や止まり木などでじっとしている。これ
が100匹以上。飼育箱の中でしか見ることのできない異様な光
景であった。しかし、1匹のカマキリが次々とアブラムシを食べ
ることはなかった。子供のカマキリとは言え、わずか2㎜のアブ
ラムシ１匹で腹一杯になるとは思えなかった。これもカマキリの
生き残り戦術？こんなことが頭に浮かんだ。獰猛なカマキリも子
供の時は外敵の餌食になる。だから身を隠してじっとしている。
動き回ると体力が消耗するので、たくさん食べなければならな
いからである。確かに小食である。そのかわり成長は遅い。ア
ブラムシを２週間与えても、体長は2.0㎝くらいであった。

×　　×　　×　　×
　ちびちゃんたちはコロナの影響で毎日自宅生活なので、しょっ
ちゅうカマキリを見ていた。「おじいちゃん、また餌を食べたよ」
「皮を脱いでいるカマキリを見たよ」「カマキリが大きくなったよ」

などと私に話し、観察が楽しそうだった。孵化して１か月後には
2.5㎝になった。成長するにしたがい食べる量も増えたのであろ
う。ところがこの頃からアブラムシが採れなくなり、死亡するカ
マキリも多くなってきた。再び小さな虫を採り始めた。いろいろ
な虫を与えた。するとバッタやイナゴの子供、アブ、ハエ、芋
虫などを好んで食べた。しかし、コガネムシ、ハムシ、テント
ウムシなど表面が丸くて硬いものを襲うことはなかった。餌に
なる虫は1日おきに採りに出かけた。これが大変なので、途中
からクモも与え始めた。5月半ばには4㎝になった。ところがこ
の頃から自然死や共食いで死亡するものが増え、5月下旬には
わずか4匹になってしまった。200匹いたのが2か月後にはわず
か4匹。厳しい現実を目にした。しかし、生き残ったカマキリは
6㎝以上。野外のカマキリよりはるかに大きい。これは餌不足だ
けではない。飼育箱が狭いのでストレスがたまったのも一因。
そんな気がしたので、大きな飼育箱にした。その後は死亡する
ものは出ていない。

×　　×　　×　　×
　カマキリの飼育はちびちゃんだけでなく、私も楽しくなってき
た。知らないことが次々と出てくるからである。その一つがクモ。
クモの巣を張るものはカマキリに襲われると体から糸をだす。
これがカマキリに付くと動きが鈍くなるので、別のカマキリの餌
食になることがある。これを知ったカマキリは、糸で垂れ下がっ
ているクモを襲うことはなかった。また6月上旬、餌として採っ
た虫の中に4㎝のカマキリが3匹いたので、これも飼育箱に入れ
た。するとその日のうちに、もともと住んでいる6㎝のカマキリ
の餌食になってしまった。２日後、さらに大きい5㎝のカマキリ
を入れると、これも食べられてしまった。このことから、大きな
カマキリは小さなカマキリを好んで食べるように思えた。6月中
旬、学校が始まった。カマキリは4匹とも元気だ。体も大きくな
り9㎝を越すものがいる。
餌を入れると大きな鎌で虫
を捕まえ、かぶりつく。迫
力がある。ちびちゃんたち
は真剣な眼差しで見てい
る。ここまで育てたカマキ
リが死亡すれば、ちびちゃ
んたちは悲しむだろう。何
としても成虫になるまで育
てたい。それまであと1か
月、せっせと餌虫採りに通
うつもりだ。

－3か月で9㎝に成長、カマキリ－ 【第349回】

▲愛らしいカマキリの子供
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施設の経緯
　昭和５５年に建設された旧揖斐川図書館は建物のバリア
フリー化や耐震強度、老朽化対策等、多くの課題がありまし
た。
　新図書館は、岐阜県内ではまだ事例の少ないCLTパネル
工法で建設されました。木造部分には、県産材をふんだんに
使用し、木の香りとぬくもりを感じられる図書館に生まれ変
わりました。

ここに注目！！
　県産材を利用した家具を設置した木育ひろばです。「遊ぶ」
と「学ぶ」を体験できるように、県産材を使ったおもちゃや木
育をテーマにした様々な図書を展示しています。

利用者の様子
　木のぬくもり、香りなど、木造ならではのあたたかさを感じてい
ただけるように、児童コーナーは、靴を脱いで利用してもらってい
ます。

施設概要

事業主体 揖斐川町

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

木造（ＣＬＴパネル工法）※一部RC造
1,360.24㎡

施設用途 図書館

木材使用量
使用樹種

456.8㎥
スギ、ヒノキ

内藤設計事務所

459,800千円

80,000千円

全体事業費

助 成 額

設 計 者

株式会社　古川工務店

令和元年7月12日から令和2年2月24日工　　期

施設全景

施工業者

■問い合わせ先
　揖斐川町立いびがわ図書館
　ＴＥＬ 0585-22-0219

１階・新刊コーナー

２階・一般書コーナー

１階・木育ひろば

１階・児童コーナー
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

4
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【農村振興課鳥獣害対策室　松井 亮太郎】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8422 農村振興課鳥獣害対策室まで

野生鳥獣保護管理推進事業（カワウ等被害対策）
～豊かな漁場を守る！カワウ等被害対策の取組みを支援します～

【事業実績】
　岐阜県には、世界農業遺産に認定された「清流長良川の鮎」に代表される水産資源が豊富にあります。それらアユ
やフナ等の水産資源を、カワウやカワアイサ等の水鳥による食害から守るため、漁業協同組合や市町村の鳥獣被害
対策協議会が実施する追払いや捕獲等の取組みを支援しています。令和元年度は計２９団体における取組みを支援
しました。

【代表的な取組み】

　ロケット花火や爆竹で銃声に似た大きな音を立てることに
よって、カワウ等を追い払いました。（１７団体が実施）

（１）追払い

　市町村が許可する有害鳥獣捕獲により、カワウ等を駆除し
ました。（２３団体が実施）

（３）捕獲

　高い樹上や湖の対岸等、営巣地の生育状況をドローンで確
認することによって、計画的な捕獲を実施することができま
した。（２団体が実施）

（４）ドローンの活用

　カワウ等が漁場に近づきにくくするため、河川にテグス（太
い釣り糸）や反射テープを張りました。（５団体が実施）

（２）テグス・テープ張り
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開
設
時
に
間

伐
材
を
利
用
し
た
木
製
ア
ス
カ
ー
ブ
や
木
伏
工

を
施
工
し
て
い
ま
す
。

木
製
ア
ス
カ
ー
ブ
の
状
況

　

開
設
済
区
間
の
う
ち
、
破
損
が
確
認
さ
れ
て

い
る
平
成
九
年
か
ら
平
成
十
三
年
度
迄
に
開
設

さ
れ
た
延
長
約
二
㎞
の
区
間
に
お
い
て
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

▲木製アスカーブ破損状況

工法選定
案を施工単価・腐食に強い・資材調達・施工性・影響幅に注目し工法を選択。

案案③③ をを採採用用

施工単価 × 2,431円/ｍ △ 2,051円/m 〇〇 11,,005555円円//mm

腐食に強い
（経年劣化による）

○ 腐食しない × 腐食する 〇〇 腐腐食食ししなないい

資材調達 ○ 容易 ○ 容易 〇〇 容容易易

施工性 ×

・製品の長さが短く手
　間がかかる
・カーブ施工が難しい
・固定が難しい

△ 比較的容易 ▲▲
・・公公共共工工事事ででははああままりり
　　使使用用さされれなないい規規格格
・・カカーーブブ施施工工がが難難ししいい

影響幅 △ ○ ××

判定

【参考】
路面との高さ

項目

××

名　　　　　　　称

①地先境界ブロック ③③アアススカカーーブブ（（小小断断面面））②木製アスカーブ

△△ ◎◎
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

4
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【農村振興課鳥獣害対策室　松井 亮太郎】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8422 農村振興課鳥獣害対策室まで

野生鳥獣保護管理推進事業（カワウ等被害対策）
～豊かな漁場を守る！カワウ等被害対策の取組みを支援します～

【事業実績】
　岐阜県には、世界農業遺産に認定された「清流長良川の鮎」に代表される水産資源が豊富にあります。それらアユ
やフナ等の水産資源を、カワウやカワアイサ等の水鳥による食害から守るため、漁業協同組合や市町村の鳥獣被害
対策協議会が実施する追払いや捕獲等の取組みを支援しています。令和元年度は計２９団体における取組みを支援
しました。

【代表的な取組み】

　ロケット花火や爆竹で銃声に似た大きな音を立てることに
よって、カワウ等を追い払いました。（１７団体が実施）

（１）追払い

　市町村が許可する有害鳥獣捕獲により、カワウ等を駆除し
ました。（２３団体が実施）

（３）捕獲

　高い樹上や湖の対岸等、営巣地の生育状況をドローンで確
認することによって、計画的な捕獲を実施することができま
した。（２団体が実施）

（４）ドローンの活用

　カワウ等が漁場に近づきにくくするため、河川にテグス（太
い釣り糸）や反射テープを張りました。（５団体が実施）

（２）テグス・テープ張り

MORINOTAYORI9



松くい虫被害を受けた
アカマツの利活用

－炭づくりと刀剣鍛冶－
森と木のクリエーター科　林業専攻
杉浦　義隆

シリーズ
森林文化の

1研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

2
．
研
究
の
目
的

　
松
く
い
虫
の
被
害
を
受
け
枯
れ
た
マ
ツ

（
ア
カ
マ
ツ
）を
炭
に
し
た
と
き
、
ど
の
よ

う
な
品
質
の
違
い
が
表
れ
る
の
か
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
松
炭
が
刀
剣
鍛
冶
に
利
用

で
き
る
品
質
の
も
の
が
で
き
る
の
か
を
検

証
す
る
。

3
．
研
究
の
概
要

　

岐
阜
県
御
嵩
町
及
び「
水
土
里
隊
」の
協

力
の
も
と
、
岐
阜
県
御
嵩
町
の
町
有
林
を

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
松
く
い
虫
被
害

木
の
調
査
、
伐
木
、
造
材
、
製
炭
、
測
定

を
実
施
し
、
考
察
し
た
。

4
．
調
査
・
測
定

a
．
マ
ツ
枯
れ
の
調
査
～
伐
木
・
造
材　

　

御
嵩
町
町
有
林
の
水
土
里
隊
活
動
エ
リ

ア
に
お
い
て
、
マ
ツ
枯
れ
と
推
測
さ
れ
る

ア
カ
マ
ツ
を
抽
出
し
、
月
1
度
の
間
隔
で

1
．
研
究
の
背
景

　
マ
ツ
は
古
く
か
ら
日
本
人
の
生
活
と
密

接
に
関
わ
り
、建
築
用
材
、薪
炭
材
、松
脂
、

航
空
機
の
燃
料
の
代
替
品（
松
根
油
）等
、

多
様
な
活
用
が
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
つ

で
あ
る
マ
ツ
炭
は
刀
剣
鍛
冶
に
不
可
欠
の

燃
料
で
あ
り
、
日
本
有
数
の
日
本
刀
産
地

で
あ
る
岐
阜
県
関
市
と
も
縁
が
深
い
。
現

在
、
マ
ツ
は
、「
松
く
い
虫
」（
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
）の
被
害
を
受
け
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。
松
く
い
虫
の
被
害

木
は
放
置
し
て
お
く
と
松
く
い
虫
被
害
の

拡
散
を
招
く
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
被

害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
被
害
木
の
適

切
な
処
理
が
必
要
で
あ
り
、
製
炭
も
有
効

な
処
理
法
の
一
つ
と
な
る
。

　

研
究
に
先
立
ち
、
御
嵩
町
町
有
林
の
整

備
活
動
の
一
環
と
し
て
製
炭
も
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
水
土
里
隊（
み
ど

り
た
い
）」に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、

「
松
く
い
虫
の
被
害
を
受
け
た
マ
ツ
を
炭

に
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
が
、
枯
れ

や
腐
朽
の
状
態
と
で
き
た
炭
の
品
質
と
の

関
係
性
が
よ
く
わ
か
ら
ず
使
い
づ
ら
い
。」

「
炭
材
の
見
た
目
や
重
量
で
判
断
し
て
い

る
が
、
判
断
基
準
が
一
定
で
な
い
。」「
枯

れ
や
腐
朽
の
状
態
と
炭
の
品
質
と
の
関
係

性
が
わ
か
れ
ば
、
枯
れ
マ
ツ
を
も
っ
と
有

効
に
活
用
で
き
る
。」等
の
回
答
を
い
た
だ

い
た
。

経
過
を
観
察
し
、
外
観
か
ら
枯
れ
具
合
を

5
段
階
で
評
価
。
枯
れ
具
合
５（
最
も
枯

れ
て
い
る
）と
判
定
し
た
立
木
2
本
を
伐

倒
し
、
40
㎝
に
造
材
、
薪
割
り
機
を
用
い

て
4
つ
割
り
～
6
つ
割
り
の
炭
材
に
加
工

と
し
た
。
伐
倒
し
た
材
の
小
口
面
は
青
く

変
色
し
て
お
り
、
青
変
菌
が
入
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

b
．
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
調
査

　

マ
ツ
枯
れ
の
原
因
が
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
木
工
用
ド
リ
ル
を
用
い
て
、
幹
及
び

枝
か
ら
木
片
を
採
取
し
、
ベ
ー
ル
マ
ン
漏

斗
法
に
よ
り
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の

有
無
を
調
査
し
た
。
結
果
、
す
べ
て
の
材

か
ら
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
検
出
さ

れ
た
。

写真1　造材時写真

写真2　左：調査風景 右：検出したマツノザイセンチュウ
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松くい虫被害を受けた
アカマツの利活用

－炭づくりと刀剣鍛冶－
森と木のクリエーター科　林業専攻
杉浦　義隆

シリーズ
森林文化の

1研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

　

結
果
と
し
て
枯
れ
マ
ツ
と
健
全
な
マ
ツ

に
お
け
る
収
率
の
差
異
は
3
％
程
度
と
僅

か
で
あ
っ
た
。

d
．
炭
の
密
度
、
精
煉
度

　

製
炭
し
た
炭
を
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に

切
り
、
幅
15
㎝
×
奥
行
45
㎝
×
高
さ
13
㎝

の
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
、重
量
を
測
定
し
、

密
度
を
求
め
た
。
ま
た
、
分
類
毎
に
炭
を

c
．
製
炭

　

水
土
里
隊
の
基
地
に
あ
る
炭
窯
で
製
炭

を
行
っ
た
。
材
に
よ
る
違
い
が
確
認
で
き

る
よ
う
、
窯
内
を
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
金
網

で
区
画
し
、
1
回
に
つ
き
2
種
類
の
材
で

製
炭
し
た
。

　

1
回
目
は
枯
れ
マ
ツ
2
種
、
2
回
目
は

健
全
な
マ
ツ
と
枯
れ
マ
ツ
を
製
炭
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
炭
は
、
材
の
種
類
、
窯
内

の
位
置（
奥
、中
央
、手
前
）と
日
時
に
よ
っ

て
分
類
し
比
較
し
た
。

　

ま
た
、
炭
の
収
率
を
測
る
た
め
、
各
材

ご
と
に
円
盤
を
作
成
し
、
乾
燥
前
、
乾
燥

後
、
製
炭
後
の
重
量
を
測
定
し
、
材
の
含

水
率
と
収
率
を
比
較
し
た
。
円
盤
の
製
炭

は
円
盤
を
窯
の
中
央
に
配
置
し
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
網
で
包
み
判
別
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

20
個
体
選
び
、
精
煉
度
計
を
用
い
て
精
煉

度（
電
気
抵
抗
値
に
よ
る
度
合
で
炭
素
含

有
量
に
よ
っ
て
）を
計
測
し
た
。

　
結
果
、
枯
れ
マ
ツ
と
健
全
な
マ
ツ
に
お

け
る
密
度
の
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
精
煉
度
は
マ
ツ
の
状
態
に
よ
る
違
い

は
み
ら
れ
ず
、
製
炭
時
の
温
度
変
化（
焼

き
方
）に
よ
る
違
い
が
み
ら
れ
た
。

e
．
炭
の
熱
量

　

コ
ー
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
を
用
い
て
、

枯
れ
マ
ツ
で
製
炭
し
た
炭
の
総
発
熱
量
を

測
定
し
た
。
結
果
は
4
7
2
2
cal
／
ｇ
と

な
り
、
広
葉
樹
平
均
程
度
の
熱
量
と
な
っ

た
。

f
．
鍛
冶
屋
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

製
炭
し
た
炭
を
刀
剣
鍛
冶
屋
に
持
ち
込

み
、
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
感
想
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
。
そ
の
結
果
、「
本
研
究
の
炭

は
、
岩
手
県
産
の
炭
と
比
べ
て
軽
い
が
、

利
用
は
可
能
で
あ
る
。」「
刀
剣
鍛
冶
の
工

程
に
お
い
て
は
、
折
り
返
し
鍛
錬
に
は
本

研
究
の
炭
よ
り
締
ま
っ
た
炭
が
よ
く
。
本

研
究
の
炭
は
焼
き
入
れ
の
時
に
向
い
て
い

る
。」と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

g
．
腐
朽
し
た
材
の
製
炭

　

腐
朽
が
進
み
よ
り
状
態
が
劣
悪
な
材
に

つ
い
て
も
製
炭
し
、
炭
の
状
態
を
確
認
し

た
。
そ
の
結
果
、
腐
朽
が
相
当
進
ん
で
い

て
も
炭
に
は
な
る
が
、
明
ら
か
に
軽
く
、

炭
と
し
て
の
品
質
が
著
し
く
悪
く
な
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

5
．
考
察

　
各
測
定
の
結
果
か
ら
見
て
、
松
く
い
虫

被
害
を
受
け
た
マ
ツ
で
あ
っ
て
も
腐
朽
が

進
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
炭
の
品
質
は
健
全

な
マ
ツ
と
大
差
な
く
、
刀
剣
鍛
冶
用
の
製

炭
に
お
い
て
も
枯
れ
マ
ツ
が
利
用
可
能
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後

の
課
題
と
し
て
、
折
り
返
し
鍛
錬
に
向
く

よ
り
締
ま
っ
た
炭
を
作
る
製
炭
方
法
の
検

討
が
挙
げ
ら
れ
る
。

6
．
参
考
資
料

　
中
村
克
典
・
大
塚
生
美(2019)『
森
林

保
護
と
林
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
』、
全
国
森

林
病
虫
獣
害
防
除
協
会(1997)『
松
く
い

虫（
マ
ツ
材
線
虫
）―
沿
革
と
最
近
の
研
究

―
』、
農
林
省
林
業
試
験
場(1973)『
新
版

木
材
工
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

図2　円盤の重量、含水率、収率

図1　窯の区画図（右は窯内の写真）

図3　各分類の炭の密度

図4　各分類の炭の精煉度
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活かす知恵

と を森林 人

91

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
新
津

　裕

「
素
材
を
知
る
こ
と
で
命
と
つ
な
が
る
」

森
林
研
究
所
●
茂
木 

靖
和

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

花
粉
症
の
軽
減
を
目
指
し
て
Ⅲ

　
岐
阜
県
産
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種
益
田
5
号
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
培
養
に
よ
る
山
行
苗
育
成

そ
、
よ
く
見
れ
ば
様
々
な
痕
跡（
歴
史
）が

残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
す
る
と
、
不
思

議
と
徐
々
に
愛
着
が
湧
い
て
き
ま
す
。
お

金
を
出
し
て
買
っ
た
も
の
な
ら
、
傷
が
あ

れ
ば
返
品
交
換
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

買
っ
た
モ
ノ
と
自
分
が
関
係
し
た
モ

ノ
、
同
じ
素
材
で
も
関
わ
り
方
が
変
わ
る

と
見
え
方
が
変
化
し
て
く
る
な
ん
て
面
白

い
で
す
ね
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
素
材
に
は
ど
ん
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

切
り
身
が
泳
ぐ
？

　「
最
近
の
子
は
、
鮭
が
切
り
身
の
姿
で

泳
い
で
い
る
」と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
に

そ
ん
な
時
代
に
な
っ
た
の
か
？
と
思
い
つ

つ
も
、
自
分
の
身
近
な
モ
ノ
で
考
え
て
み

る
と
、
木
製
品
や
革
製
品
な
ど
も
、
意
外

と
生
き
て
い
る（
加
工
さ
れ
る
前
の
）姿
を

想
像
で
き
る
も
の
っ
て
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
本
物
に
似
せ
た
擬
木
や

木
目
調
の
プ
リ
ン
ト
合
板
、
フ
ェ
イ
ク
レ

ザ
ー
な
ど
似
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
る

の
で
、
尚
更
わ
か
り
に
く
い
世
の
中
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

革
に
な
る
前
は
皮

　
あ
な
た
は
革
製
品
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？
そ
の
素
材
が
何
革
か
は
知
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
素
材

の
事
を
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
果
た
し
て
本
当
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
姿
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
実
習
で
捕
獲
し
た

鹿
・
猪
を
学
内
の
施
設
で
解
体
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
施
設
が
出
来
た
お

か
げ
で
、
そ
の
解
体
・
剥
皮
さ
れ
た
後
の

皮
を
使
用
し
て
有
志
の
学
生
と
皮
な
め
し

を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

鞣（
な
め
）し

　
通
常
、
動
物
の
皮
は
そ
の
ま
ま
利
用
し

よ
う
と
し
て
も
、
腐
敗
し
易
く
乾
燥
す
る

と
固
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
古
代
か
ら
人
類
は

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
皮
を
革
製
品
と

し
て
加
工
す
る
技
術
を
確
立
し
て
き
ま
し

た
。
動
物
の
種
類
や
用
途
に
よ
っ
て
薬
品

を
使
い
分
け
ま
す
が
、
薬
品
を
使
用
す
る

の
は
廃
液
処
理
の
関
係
で
個
人
が
行
う
に

は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
作
業
。
し
か
し
、
身

近
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
手
に
入
る
も
の
で

も
皮
を
鞣
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
※
鞣
し

を
行
わ
れ
た
皮
を
革
と
呼
び
ま
す
。

命
に
触
れ
る

　
初
め
て
野
生
動
物
の
捕
獲
に
立
ち
会
う

学
生
に
は
、
非
常
に
大
き
な
衝
撃
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
「
可
愛
い
」と
遠
く
か
ら
見
る
だ
け
の
存

在
だ
っ
た
野
生
動
物
が
目
の
前
で
対
峙
す

る
獲
物
と
な
り
、
躍
動
し
て
い
た
命
が
目

の
前
で
静
か
に
横
た
わ
っ
て
い
く
。

　

解
体
が
進
む
と
動
物
か
ら
素
材
へ
と
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
剥
皮
し
た
皮
を
1
ヶ

月
近
く
か
け
て
自
分
の
手
で
革
に
変
化
さ

せ
る
過
程
の
体
験
。
そ
の
過
程
の
中
で
は

様
々
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
身
体
の
部
位

に
よ
っ
て
異
な
る
皮
の
厚
さ
・
皮
に
残
さ

れ
た
傷
跡
。
生
き
て
い
た
素
材
だ
か
ら
こ

学生が自ら鞣したシカの毛皮
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森
林
研
究
所
●
茂
木 

靖
和

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

花
粉
症
の
軽
減
を
目
指
し
て
Ⅲ

　
岐
阜
県
産
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種
益
田
5
号
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
培
養
に
よ
る
山
行
苗
育
成

順
化
し
た
場
合
に
は
、
セ
ル
苗
率
は
60
%
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
、発
根
「
無
」
の
培
養
物
（
全

体
の
35
%
）
か
ら
も
セ
ル
苗
を
獲
得
で
き
る
こ

と
か
ら
、セ
ル
苗
率
は
85
%
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

発
根
「
無
」
の
状
態
で
行
う
培
養
物
の
順
化

は
、
セ
ル
培
地
移
植
時
の
根
の
調
整
や
折
損

に
対
す
る
繊
細
な
作
業
が
不
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
労
力
軽
減
の
点
で
も
有
効
で
す
。

２
．
今
後
の
課
題

　

今
回
紹
介
し
た
益
田
5
号
の
山
行
苗
は
、
セ

ル
苗
を
コ
ン
テ
ナ
へ
移
植
し
て
か
ら
2
年
の
育

成
期
間
を
要
し
ま
し
た
。
現
在
流
通
し
て
い
る

実
生
の
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
需
給
調
整
の
円
滑
化

や
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
1
年
生
苗
生
産

に
向
け
た
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
益

田
5
号
の
山
行
苗
育
成
に
お
い
て
も
同
様
の
取

組
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
育
成
期
間
の
短
縮
や
前
段
の
②
で

紹
介
し
た
よ
う
な
労
力
の
軽
減
に
繋
が
る
技
術

開
発
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
苗
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
り
、
実
用
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

花
粉
症
を
軽
減
す
る
た
め
、
当
所
で
は
岐

阜
県
産
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種
の
ク
ロ
ー
ン
苗
を

効
率
的
に
育
成
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
そ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
本
誌
6
9
5
（
2
0
1
1
年
8
月
）
号
と

7
2
4
（
2
0
1
4
年
1
月
）
号
で
、
さ
し
木

や
組
織
培
養
に
お
け
る
発
根
の
検
討
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
研
究
が
進
み
、
組
織

培
養
に
よ
り
岐
阜
県
産
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種
益

田
5
号
（
以
下
、「
益
田
5
号
」
と
い
う
）
の
山

行
苗
（
図
1
）
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
益
田
5
号
の
培
養
苗
育
成
に

お
け
る
発
根
以
降
の
技
術
開
発
と
今
後
の
課
題

を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
技
術
開
発
の
ポ
イ
ン
ト

①
セ
ル
苗
化
に
よ
る
順
化

　

組
織
培
養
で
発
根
し
た
培
養
物
を
山
行
苗
に

育
成
す
る
に
は
、
用
土
へ
移
植
し
て
、
培
養
容

器
外
の
有
菌
か
つ
乾
燥
し
た
環
境
へ
適
応
さ
せ

る
順
化
と
い
う
工
程
が
必
要
で
す
。

　

当
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
パ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
の

菌
の
少
な
い
人
工
土
壌
を
用
土
に
用
い
て
、
益

田
5
号
の
順
化
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
培
養
物
の
枯
死
や
雑
菌
の
発
生
に
よ
り
、

次
の
過
程
に
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

用
土
を
熱
成
型
し
た
ヤ
シ
殻
主
体
の
固
化
培
地

（
以
下
、「
セ
ル
培
地
」
と
い
う
）
に
変
更
し
て

順
化
を
行
っ
た
（
図
2
）
と
こ
ろ
、
1
ヶ
月
程

度
で
セ
ル
培
地
表
面
に
根
が
発
生
し
た
セ
ル
苗

（
図
3
）
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ン
テ
ナ
苗
に
育
成
す
る
た
め
、

ミ
ス
ト
室
で
セ
ル
苗
を
用
い
て
山
行
苗
育
成
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
1
2
5
日
後
時
点
で
9
割
以

上
が
生
存
し
て
い
ま
し
た
（
図
4
）。
セ
ル
培

地
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
益
田
5
号
の
発
根
し

た
培
養
物
を
効
率
的
に
順
化
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

②
組
織
培
養
で
の
発
根
に
こ
だ
わ
ら
な
い

　

①
で
は
発
根
し
た
培
養
物
を
順
化
の
対
象
に

し
ま
し
た
が
、
未
発
根
の
培
養
物
を
順
化
し
て

も
セ
ル
苗
を
獲
得
で
き
ま
す
。

　

図
5
は
、
全
培
養
物
を
順
化
し
た
時
の
セ
ル

苗
率
（
セ
ル
苗
獲
得
数
÷
供
試
数
×
1
0
0
）

を
、
順
化
開
始
時
の
培
養
物
に
発
根
が
有
っ
た

か
無
か
っ
た
か
に
分
け
て
み
た
も
の
で
す
。
発

根
「
有
」
の
培
養
物
（
全
体
の
65
%
）
の
み
を

図 1　組織培養で育成された益田 5 号の山行苗

図 2　セル培地を用いた順化

図 3　セル苗

図 5　全培養物を順化した時の順化開始
　　　時における発根の有無別セル苗率

図 4　コンテナへ移植後の
　　セル苗の生育状況

図1  組織培養で育成された
益田5号の山行苗

図 セル培地を用いた順化

発根した培養物をｾﾙ培地
へ移植
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器内に設置

ﾎﾟﾘﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃﾝ製ﾌｨﾙﾑ
（11μm厚、通気性有）
で上面被覆

図 セル苗

32
m
m

図 コンテナへ移植後のセル苗の生育状況

図5 全培養物を順化した時の順化開始時
における発根の有無別セル苗率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

発根無順化開始時発根有

セル苗率セル苗率

（ ）
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
4
ー
2
5
ー
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

可
茂
農
林
事
務
所
ま
で

可茂地域における普及活動について

■可茂農林事務所　林業課　　　　　　　　
　　林業普及指導員　正村 慎也

　
５
月
11
日
〜
15
日
、
森
林
技
術
開
発
・
普

及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
造
林
資
材
の
運
搬
実
験
を
郡
上
市
明

宝
小
川
の
浅
谷
県
有
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
し
た
が
、

当
日
の
様
子
や
参
加
者
の
意
見
等
を
紹
介

し
ま
す
。

　
実
験
に
用
い
た
の
は
20
㎏
ま
で
吊
り
運

搬
の
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
で
す
。
今
回
は
安
全

を
考
え
て
８
㎏
以
下
の
資
材
運
搬
と
し
ま

し
た
が
、植
栽
す
る
苗
木
（
裸
苗
）、ツ
リ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
、
支
柱
を
作
業
道
か
ら
山
の
上

の
再
造
林
現
場
へ
空
輸
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
驚
い
た
の
が
そ
の
大
き
さ
で
し

た
。
直
径
１
６
０
㎝
く
ら
い
あ
る
大
型
の

ド
ロ
ー
ン
で
、
ロ
ー
プ
で
資
材
を
吊
り
上

げ
て
目
的
地
ま
で
空
輸
し
、
オ
ー
ト

チ
ョ
ー
カ
ー
で
荷
外
し
を
行
い
ま
す
。

　
作
業
道
か
ら
荷
下
ろ
し
場
所
ま
で
は
直

線
距
離
で
85
ｍ
、
高
低
差
22
ｍ
。
人
力
で

苗
木
50
本
を
運
搬
す
る
の
に
往
復
15
分
か

か
る
と
こ
ろ
を
、
ド
ロ
ー
ン
は
苗
木
20
本

を
１
分
40
秒
で
往
復
運
搬
し
、
単
純
計
算

で
約
４
倍
の
運
搬
能
力
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
資
材
運
搬
は

条
件
が
整
え
ば
造
林
の
省
力
化
、
効
率
化

を
実
現
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
意
見
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
作
等
に
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
の

で
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
。
林
業
事
業
体
が
購
入
す

る
に
は
製
品
と
し
て
も
っ
と
簡
単
に
扱
え

る
こ
と
。
実
際
の
現
場
に
合
わ
せ
て
20
㎏

程
度
の
資
材
を
運
搬
す
る
実
験
に
し
て
ほ

し
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
実
験
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
今
後
も
新

技
術
を
林
業
現
場
に
実
装
で
き
る
よ
う
情

報
収
集
や
実
験
を
行
い
ま
す
。
実
証
実
験

の
際
は
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❷

ド
ロ
ー
ン
で
造
林
資
材
を
運
ぶ

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

サイトテック株式会社のドローン
「YOROI」

回
、
市
町
村
担
当
者
を
対
象
と
し
た
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
国
か
ら
提
供
の
あ
っ
た
情

報
の
共
有
や
各
市
町
村
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
予
算
状
況
や
意
向
調
査
へ
の
取
り
組

み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
目
の
勉
強
会
で
は
、
専
門

職
員
の
手
薄
な
町
に
対
し
て
合
同
で
の
現

地
検
討
等
を
提
案
し
、
坂
祝
町
、
富
加
町
で

は
未
整
備
森
林
の
現
地
確
認
を
、
川
辺
町
、

八
百
津
町
、
御
嵩
町
で
は
意
向
調
査
候
補
地

の
現
地
選
定
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
坂
祝
町
と
富
加
町
で
現
地
確
認
を

実
施
し
た
結
果
、
い
く
つ
か
気
づ
い
た
点
が

あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
可
茂
農
林
事
務
所
管
内
は
、
岐
阜
県

中
南
部
に
位
置
し
、
２
市
７
町
１
村
の
10

市
町
村
か
ら
な
る
地
域
で
、
森
林
面
積
は

約
６
万
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち

５
万
７
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
民
有
林
で
あ
り
、

人
工
林
率
は
56
・
４
％
で
す
。

　

ま
た
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
北
部
は

東
濃
桧
の
主
産
地
で
も
あ
る
林
業
地
域（
七

宗
町
、
八
百
津
町
、
白
川
町
、
東
白
川
村
）、

南
部
は
都
市
近
郊
森
林
地
域（
美
濃
加
茂

市
、
可
児
市
、
坂
祝
町
、
富
加
町
、
川
辺
町
、

御
嵩
町
）と
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
目

線
で
の
普
及
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
元
年
度
可
茂
地
域
の
普
及

活
動
と
し
て「
森
林
経
営
管
理
制
度
、
森
林

環
境
譲
与
税
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
た
市

町
村
へ
の
支
援
」に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。 

市
町
村
職
員
を
対
象
と
し
た

　 

勉
強
会
の
開
催

　
平
成
31
年
４
月
の「
森
林
経
営
管
理
法
」

施
行
に
よ
り
森
林
整
備
に
お
け
る
市
町
村

の
役
割
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
当
管
内
の
市
町
村
で
は
市
町
村

合
併
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
森

林
・
林
業
行
政
の
専
門
職
員
が
手
薄
又
は
い

な
い
状
態
で
あ
り
、
ど
の
市
町
村
も
森
林
経

営
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
ら
進
め
ば

良
い
か
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
状
態
で
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
少
し
で
も
制
度
が
進
む
よ
う

７
月
16
日
、
10
月
１
日
、
１
月
31
日
の
計
３

 

坂
祝
町
及
び
富
加
町
で
の

　 

未
整
備
森
林
確
認
の
実
施

　
現
地
確
認
は
、
県
が
各
市
町
村
に
提
供
し

た「
適
正
に
管
理
し
て
い
な
い
森
林（
未
整

備
森
林
）」を
基
に
、
可
茂
森
林
組
合
の
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て
森
林
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

※「
適
正
に
管
理
し
て
い
な
い
森
林
」は
、

過
去
に
10
年
間
整
備
を
行
っ
て
い
な
い
人

工
林
等
の
指
標
を
県
が
所
管
す
る
森
林
簿

デ
ー
タ
か
ら
抽
出
し
未
整
備
森
林
と
仮
定

し
た
も
の
で
す
。

　

坂
祝
町
で
は
、
未
整
備
森
林
と
し
て
抽
出

さ
れ
た
林
小
班
は
１
７
１
箇
所
、
富
加
町
で

は
４
１
８
箇
所
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
可
茂
森
林
組
合
か
ら
は
、「
森
林

整
備
が
で
き
る
人
工
林
は
全
て
実
施
済
み

で
あ
る
。」と
の
説
明
を
受
け
て
い
た
た
め
、

少
し
疑
問
を
感
じ
つ
つ
も
、
10
月
17
日
と
３

月
９
日
の
２
日
間
か
け
て
坂
祝
町
の
全
箇

所
を
、
10
月
24
日
に
富
加
町
の
79
林
小
班
を

確
認
し
ま
し
た
。

（
坂
祝
町
の
確
認
結
果
）

　

坂
祝
町
の
確
認
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

し
た
。

　

未
整
備
森
林　
　
　
　
　

15
林
小
班

　

施
業
実
施
済
み　
　
　
　

28
林
小
班

　

広
葉
樹
林　
　
　
　
　
　

36
林
小
班

　

針
広
混
交
林　
　
　
　
　

86
林
小
班

　

竹
林　
　
　
　
　
　
　
　

５
林
小
班

▲意向調査候補地の検討状況（御嵩町）
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
4
ー
2
5
ー
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

可
茂
農
林
事
務
所
ま
で

可茂地域における普及活動について

■可茂農林事務所　林業課　　　　　　　　
　　林業普及指導員　正村 慎也

　
５
月
11
日
〜
15
日
、
森
林
技
術
開
発
・
普

及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
造
林
資
材
の
運
搬
実
験
を
郡
上
市
明

宝
小
川
の
浅
谷
県
有
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
し
た
が
、

当
日
の
様
子
や
参
加
者
の
意
見
等
を
紹
介

し
ま
す
。

　
実
験
に
用
い
た
の
は
20
㎏
ま
で
吊
り
運

搬
の
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
で
す
。
今
回
は
安
全

を
考
え
て
８
㎏
以
下
の
資
材
運
搬
と
し
ま

し
た
が
、植
栽
す
る
苗
木
（
裸
苗
）、ツ
リ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
、
支
柱
を
作
業
道
か
ら
山
の
上

の
再
造
林
現
場
へ
空
輸
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
驚
い
た
の
が
そ
の
大
き
さ
で
し

た
。
直
径
１
６
０
㎝
く
ら
い
あ
る
大
型
の

ド
ロ
ー
ン
で
、
ロ
ー
プ
で
資
材
を
吊
り
上

げ
て
目
的
地
ま
で
空
輸
し
、
オ
ー
ト

チ
ョ
ー
カ
ー
で
荷
外
し
を
行
い
ま
す
。

　
作
業
道
か
ら
荷
下
ろ
し
場
所
ま
で
は
直

線
距
離
で
85
ｍ
、
高
低
差
22
ｍ
。
人
力
で

苗
木
50
本
を
運
搬
す
る
の
に
往
復
15
分
か

か
る
と
こ
ろ
を
、
ド
ロ
ー
ン
は
苗
木
20
本

を
１
分
40
秒
で
往
復
運
搬
し
、
単
純
計
算

で
約
４
倍
の
運
搬
能
力
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
資
材
運
搬
は

条
件
が
整
え
ば
造
林
の
省
力
化
、
効
率
化

を
実
現
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
意
見
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
作
等
に
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
の

で
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
。
林
業
事
業
体
が
購
入
す

る
に
は
製
品
と
し
て
も
っ
と
簡
単
に
扱
え

る
こ
と
。
実
際
の
現
場
に
合
わ
せ
て
20
㎏

程
度
の
資
材
を
運
搬
す
る
実
験
に
し
て
ほ

し
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
実
験
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
今
後
も
新

技
術
を
林
業
現
場
に
実
装
で
き
る
よ
う
情

報
収
集
や
実
験
を
行
い
ま
す
。
実
証
実
験

の
際
は
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❷

ド
ロ
ー
ン
で
造
林
資
材
を
運
ぶ

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

サイトテック株式会社のドローン
「YOROI」

　

ゴ
ル
フ
場
敷
地
内
の
森
林
は
、
林
地
開
発

許
可
条
件
で
あ
る
残
置
森
林
で
あ
り
、
開
発

業
者
が
管
理
す
る
森
林
で
あ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
そ
も
そ
も
経
営
管
理
の
意
向
が
あ

る
森
林
と
し
て
判
断
し
、
意
向
調
査
の
対
象

と
し
て
は
除
外
し
ま
し
た
。

 

最
後
に

　

冒
頭
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
当
管
内
で

は
北
部
と
南
部
で
目
標
と
す
る
森
林
づ
く

り
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
数
も
多

く
、
財
政
規
模
の
違
い
や
交
付
さ
れ
る
森
林

環
境
譲
与
税
も
様
々
で
有
る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
抱
え
る
森
林
の
課
題
も
様
々
で
す
。

　

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
多
様

性
の
あ
る
普
及
指
導
活
動
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

小
面
積
人
工
林　
　
　
　

１
林
小
班

　

特
徴
と
し
て
は
、「
ク
ロ
マ
ツ
」や「
ア
カ

マ
ツ
」の
人
工
林
と
し
て
未
整
備
森
林
と
判

断
さ
れ
た
森
林
が
多
く
あ
り
、
そ
の
全
て
が

広
葉
樹
林
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

過
去
に
は「
マ
ツ
タ
ケ
山
」と
呼
ば
れ
て

い
た
場
所
も
多
く
あ
っ
た
そ
う
で
、
松
く
い

虫
被
害
に
よ
っ
て
マ
ツ
が
衰
退
し
広
葉
樹

林
化
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
神
社
所
有
の
森
林
も
数
カ
所
あ

り
、
ス
ギ
の
大
木
な
ど
で
形
成
さ
れ
森
林
整

備
が
不
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
し
た
。

（
富
加
町
の
確
認
結
果
）

　

富
加
町
の
確
認
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

し
た
。

　

未
整
備
森
林　
　
　
　
　

28
林
小
班

　

施
業
実
施
無
地　
　
　
　

７
林
小
班

　

広
葉
樹
林　
　
　
　
　
　

２
林
小
班

　

針
広
混
交
林　
　
　
　
　

21
林
小
班

　

竹
林　
　
　
　
　
　
　
　

６
林
小
班

　

ゴ
ル
フ
場
管
理
地　
　
　

15
林
小
班

　　

富
加
町
の
場
合
は
、
坂
祝
町
と
は
違
い
森

林
簿
上
で
人
工
林
マ
ツ
が
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
竹
が
侵
入
し
た
森
林
が
い

く
つ
か
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
坂
祝
町
も
富
加
町
も
、
未
整
備
森

林
の
中
に
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
す
る
人
工
林

が
多
く
あ
り
、
現
地
は
管
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

▲未整備森林の現地確認状況（富加町）
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国
有
林
の
現
場
か
ら

46

東
濃
森
林
管
理
署
の
取
組
に
つ
い
て

解
を
醸
成
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す

る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

国
民
の
保
健
、
文
化
、
教
育
に
資
す

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
将
来
に

わ
た
っ
て
提
供
す
る
た
め
、
観
光
資
源

の
創
出
事
業
の
活
用
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
を

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

●
最
後
に

　
「
国
有
林
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」「
東
濃
森

林
管
理
署
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」と
地
域
か

ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
情
報
発
信
・
提
供

に
努
め
て
行
き
ま
す
。

�

（
東
濃
森
林
管
理
署
）

ま
す
。

　
　

保
護
林
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
木

曽
悠
久
の
森
の
課
題
克
服
に
向
け
た
専

門
家
意
見
を
踏
ま
え
た
取
組
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
等
獣
害
対
策
の
地
域
と
連
携
し
た

取
組
を
行
い
ま
す
。

⑵ 

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
貢
献

　
　

森
林
経
営
管
理
制
度
を
踏
ま
え
た
民

有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
等
の
推
進

を
し
ま
す
。

　
　

森
林
整
備
に
係
る
コ
ス
ト
低
減
は
不

可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
伐
造
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
の
拡
大
や
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽

の
導
入
等
省
力
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

高
齢
級
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
そ

の
普
及
・
定
着
・
価
格
向
上
を
図
り
、

木
材
利
用
の
働
き
か
け
を
通
じ
需
要
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑶ 

山
村
地
域
の
振
興
と
森
林
の
総
合
利
用

　
　

森
林
環
境
教
育
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
人
材
等
の
提
供
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど

に
よ
り
、
国
有
林
野
事
業
に
対
す
る
理

曽
川
、
付
知
川
の
渓
谷
、
人
工
林
と
天
然

林
が
織
り
な
す
森
林
美
の
優
れ
た
自
然
景

観
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
は
銘
柄
材「
東
濃
桧
」の
主

要
な
生
産
地
で
あ
り
、
面
積
的
に
ヒ
ノ
キ

の
占
め
る
割
合
が
き
わ
め
て
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

組
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
署
を
中
津

川
市
付
知
町
に
置
き
、
治
山
事
業
所（
２
）、

森
林
事
務
所（
４
）を
約
40
名
の
職
員
で
切

り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
方
針

　

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

３
つ
の
柱
の
も
と
に
民
有
林
を
含
め
た
森

林
・
林
業
施
策
全
体
の
方
向
性
を
踏
ま
え

て
計
画
的
・
効
率
的
な
業
務
実
行
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

⑴ 

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

　
　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
機
能
類
型
に
応
じ
た

森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
や
保
安
林
の

水
土
保
全
機
能
の
強
化
等
に
取
り
組
み

　

東
濃
森
林
管
理
署
の
取
組
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

●
管
内
概
要

　

当
署
は
木
曽
川
森
林
計
画
区
に
属
し
て

い
ま
す
。
岐
阜
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

国
有
林
面
積
は
22
千
㏊
で
中
津
川
市
を
は

じ
め
と
す
る
４
市
１
町
に
所
在
し
て
い
ま

す
。

　

標
高
２
千
ｍ
を
超
え
る
恵
那
山
や
三
国

山
、
小
秀
山
、
笠
置
山
な
ど
の
山
岳
と
木▲恵那山

▲神坂大桧

▲森林教室
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9月号
予定

9月1日発行

地域の人

イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（181）
●山のおじゃまむし（350）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（92）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（90）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

森林文化の研究と実践
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コラム 　私は郡上市役所で林業職として採用され、林務課に配属されて３年

間、郡上市の林業行政に携わったのち、岐阜県庁の林政部へ派遣となり

ました。

　１年目は森林整備課で高性能林業機械の国庫補助事業や意欲と能力のある林業

経営者の認定業務等を行いました。２年目となる今年度は林政課に異動となり、市町

村森林整備計画や岐阜県地域森林監理士関係の業務を担当しています。

　県庁に派遣されてきたこの２年間は、本当に多くのことを学ばせていただいてい

ます。岐阜県の林業行政はもちろんのこと、数十年ぶりに感染が確認された豚熱（旧

称：豚コレラ）に対する防疫業務や新型コロナウイルス感染症に伴う対応等、かつて

ないほどの経験をしています。これらの経験を生かして、外見の肥大成長だけでな

く、内面を大きく成長させていきたいと思います。

　「森林のたより」編集委員　鷲見 勇貴

森林・林業関係イベントカレンダー（8～10月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9･10日　下呂市民会館（下呂市森801-10）
11日　　 南ひだ森林組合（下呂市乗政25-1）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

7日　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
8日　美濃市曽代地内（予定）

8月27日㈭～
8月28日㈮

9月9日㈬～
9月11日㈮

10月7日㈬～
10月8日㈭

 ＪＡひだ吉城営農センター2F
（飛騨市古川町上野571-1）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

木材加工用機械
作業主任者
技能講習

●講習時間：27日～28日　8:30～17:40
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：17,600円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　学科　  9:20～15:40
　　　　　　実技　15:50～16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　7日　学科　8:50～16:10
　　　　　　8日　実技　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,500円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

下呂市民会館（下呂市森801-10）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

9月16日㈬

10月14日㈬

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間　学科　  9:20～15:40
　　　　　　実技　15:50～16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　   9日　学科　　8:50～17:10
　　　　　　10日　学・実　 8:50～12:00
　　　　　　11日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：22,770円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

機械集材装置
運転業務
特別教育
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市況
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外材市況（6月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

306

317
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（6月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000
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3000

3000

60,000

60,000

65,000

60,000

65,000

120,000

60,000

61,000
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→

→

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　各大型工場は製品販売不振、在庫過多により弱含み。元木についても長
雨による虫害材は低調な応札。スギ４ｍ元木良材、中目30cm上は応札旺
盛。40cm上並物は活発な応札もあるが、価格は伸び悩み。スギ3ｍ並材、
４ｍ並材ともに潤沢な在庫を背景に弱気。ヒノキ並材は、３ｍ、４ｍともに応
札低調。合板向けヒノキ、スギは、在庫が多く荷動きは鈍化。製紙向けパル
プ材、大手工場は受入制限があり、出材を予定される場合は共販担当者ま
で連絡下さい。（岐阜）
　出材量は、スギ、ヒノキともに減少。価格も下げ相場となっている。相変
わらずスギ、ヒノキの並材、大径木、欠点材は売りづらい。ヒメコ新材は横ば
い。広葉樹良材は、高値で推移しているが並材は横ばい。梅雨入りしたこと
から、今後もしばらく安値水準が続きそう。センコウムシなど害虫発生時期
です、速やかな出材をお願いします。（豪雨のため、7月8日の共販市売は
中止、次回市としました。）（飛騨）
　全般的に感染症の影響にて買い気は鈍く並材（16cm～22cm）やや安
値で推移。ヒノキ元木、良材２ｍ・３ｍ・４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材)）
は旺盛、やや安値で推移。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～22㎝）は、システム販
売の安定供給に伴い横ばいか、やや安値で推移。スギは全般的に品薄だ
が、買い気は鈍い。スギ並材は３ｍ・4ｍ（16～28cm）長良川木協、森の合板
へ販売。スギ、ヒノキ6m材需要減。センコウムシ等害虫の発生時期です、速
やかに出材ください。 （東濃）

【商況】

木 材 市 場

木 材 用 語 一 口 メ モ
末口（木の先側、直径が小さい方）の直径が18cm～28cmの原木のことを言
います。普通、周辺部からヌキ、筋交い、間柱等の羽柄材を取り、中心部から
は母屋、ケタ、柱角を取ります。良質な材であれば、周辺部から敷居、鴨居、回
り縁、竿縁等を取ります。

中目材（なかめざい）

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1732回

7月14日

6月24日

7月9日

岐
阜
共
販
所

第1308回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
2.1ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

15,400
15,900
－
－
－
－
－
－
－
－
－

19,600
－

14,000
20,000
－
－
－
9,800
－
－
－

27,000
－
－
－

24,000
31,000
30,000
－
－

26,000
－
－
－

11,000
9,300

10,500
10,200
9,500
－

14,500
12,000
14,500
12,500
11,500
－

10,000
9,000
9,000

13,000
12,000
12,000
11,000
18,000
8,000
8,000

12,000
13,000
－

18,000
11,000
10,800
12,000
15,500
12,500
14,000
9,000

12,800
15,000
20,000
5,000
6,000

第1640回

東
濃
共
販
所

（参考）日刊木材新聞の読み方

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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